




大人には〈楽器〉のイメージがありますね。かっこいい、難しい、高価、音がきれい、
壊れそう・・・。しかも楽器は値段が高いものであるという事実もあります。品質の良
いものほど、基本的には値段が高いものが多いですね。ですから、子ども達に楽器をさ
わらせるときは、「壊さないように！」「高いのに買ったんだから頑張って続けなさい」
「毎日練習しなさい」なんて、言ってしまいがちではないでしょうか？これが楽器を、
そして音楽を嫌いにさせている一因です。 
 しかし、子ども達にとって〈楽器〉という概念は最初からあるわけではありません。
ですから当然、楽器を大切に扱おうという思いが最初に来ることは、年齢が幼いほどあ
りません。ただ目の前のものが、面白い音が鳴る、きれいな音が鳴ると直感で楽しむの
です。今回ハープを手にされた皆さんのお子様もまさにその状態です。まずは大人も一
緒になって、音を楽しんでみましょう。それが楽器を大切に扱いたい、音を大事にした
い、上手になりたいという思いにつながるのです。 
 大人はまず楽器を手にすると何かしらの音楽を奏でようとします。しかし音楽という
のは、音を素材としてできているのです。音は、高い低いという「高低」と、強い弱い
という「強弱」、長い短いという「長短」、そして色である「音色」の４つの要素があり
ます。それぞれが組合わさっていわゆる音楽ができているのです。小さい子どもになれ
ばなるほど、〈音楽〉という枠組みはさほど明瞭ではありません。つまり、拍子があって、
調性があって、速さを考慮して・・・などは音楽の学びが深まるとともに意識が高まる
ものです。幼い子どもは、音楽という枠組みの外で楽しむことがたくさんあります。幼
児期の、しかも楽器を始めようとする出発の時期に、十分音遊びをすること、まずは楽
器を触って楽しむことがこれからの音楽生活の充実につながります。 
 ハープを見てください。弦が張ってありますね。「あれーみんな長さが違うね」なんて
言葉が子ども達から出てくるかもしれません。大人にとっての当たり前が、子ども達に
とっては発見と喜びです。長さが違うと音が変わる、これも子どもにとっては発見です。
いろいろ触れながら子ども達は感じていくのです。長い弦は低い音、短い弦は高い音が
出ますね。昔ピタゴラスさんは、この弦の長さを用いて音階を発見しました。ピタゴラ
スさんのことは、みなさんが中学時代数学の時に習われましたね。弦をはじくと弦が振
動することはギリシャ人も早くから知っていたようですが、この弦の長さと音程の関係
を明らかにしたのがピタゴラスさんです。 

楽器ってなあに？　ハープってなあに？






